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▼
早
い
も
の
で
今
年
も
後

１
ヶ
月
。
新
年
に
今
年
の

目
標
を
た
て
た
人
、
目
標

は
達
成
で
き
そ
う
で
す
か
。

師
走
に
は
、
一
年
の
締
め

く
く
り
を
行
う
こ
と
が
必

要
で
す
、
師
走
は
「
走
る

廻
る
ほ
ど
忙
し
い
」
と
い

い
ま
す
、
走
り
廻
る
と
怪

我
す
る
の
で
計
画
立
て
て

段
取
り
良
く
。
昔
の
支
払

関
係
は
殆
ど
盆
・
暮
れ
精

算
で
し
た
。
特
に
年
末
は

日
頃
の
掛
け
買
い
や
掛
け

売
り
で
も
暮
れ
に
は
き
っ

ち
り
精
算
し
て
、
正
月
を

迎
え
る
も
の
で
し
た
。
組

合
も
同
じ
で
年
末
滞
納
一

掃
運
動
を
展
開
し
て
、
組

合
費
や
諸
代
金
の
回
収
に

年
の
暮
れ
ま
で
廻
っ
た
も

の
で
し
た
。
回
収
し
て
よ

う
や
く
年
末
の
手
当
が
も

ら
え
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
す
▼
い
ま
は
、
金
融
事

情
も
す
っ
か
り
変
わ
り
支

払
い
も
毎
月
銀
行
か
ら
の

振
り
込
み
や
自
動
引
き
落

と
し
が
通
常
で
す
、
引
き

落
と
し
な
ど
が
出
来
な
か
っ

た
ら
、
た
ち
ま
ち
督
促
が

き
て
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
に

載
り
、
取
引
が
出
来
な
く

な
る
の
で
大
変
で
す
。
商

い
は
信
用
が
第
一
で
す
か

ら
、
や
り
く
り
は
今
の
ほ

う
が
大
変
で
す
が
▼
そ
ん

な
中
で
も
一
年
の
く
ぐ
り

は
大
切
で
す
。
大
掃
除
も

そ
の
一
つ
で
す
が
、
仕
事

の
一
年
の
く
ぐ
り
は
決
算

で
す
。
そ
の
形
が
所
得
確

定
申
告
で
す
。
き
ち
ん
と

一
年
を
締
め
く
く
る
、
頑

張
っ
た
結
果
を
数
字
で
確

認
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

松
原
分
会
は
、
大
正
小

学
校
で
開
か
れ
た
11
月
17

日
の
校
区
の
「
大
正
ま
つ

り
」
会
場
で
住
宅
相
談
会

を
行
い
ま
し
た
。
組
合
員

と
そ
の
家
族
合
せ
て
16
人

の
参
加
。

今
回
は
包
丁
研
ぎ
や
ま

な
板
削
り
は
行
わ
ず
、
住

宅
相
談
以
外
で
は
「
メ
ダ

カ
す
く
い
」
と
「
く
じ
引

き
」
を
出
店
。
ま
た
、
中

友
診
療
所
に
よ
る
「
健
康

チ
ェ
ッ
ク
」
の
協
力
も
。

家
族
連
れ
で
大
い
に
に
ぎ

わ
う
活
気
あ
る
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

住
宅
相
談
で
は
11
人
が

受
付
に
お
と
ず
れ
、
地
元

に
も
安
心
し
て
相
談
で
き

る
建
設
職
人
た
ち
が
い
る

こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
、

悪
徳
な
訪
問
販
売
な
ど
へ

の
注
意
喚
起
も
行
い
ま
し

た
。
子
供
た
ち

も
珍
し
い
メ
ダ

カ
す
く
い
に
大

喜
び
で
楽
し
め

る
住
宅
デ
ー
と

な
り
ま
し
た
。

（
西
原
通
信
員
）

南
関
分
会
は
、
う
か
ら

館
特
設
会
場
で
11
月
18
日

に
行
わ
れ
た
「
ふ
る
さ
と

関
所
ま
つ
り
」
の
中
で
、

住
宅
デ
ー
を
開
催
し
、
組

合
員
17
人
と
家
族
１
人
の

参
加
で
行
い
ま
し
た
。

毎
年
好
評
の
包
丁
研
ぎ

と
ま
な
板
削
り
は
常
連
さ

ん
も
い
て
、
た
く
さ
ん
集

ま
り
大
い
そ
が
し
で
す
。

そ
の
他
、
椅
子
の
販
売
な

ど
も
好
評
。

住
宅
相
談
で
は
、
ベ
ラ

ン
ダ
板
の
張
り
替
え
、
床

と
壁
の
リ
フ
ォ
ー
ム
、
車

庫
の
見
積
り
依
頼
な
ど
の

相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
の
木
工
教
室
は
、

昨
年
の
貯
金
箱
作
り
で
来

場
し
た
子
供
の
年
齢
が
幼

か
っ
た
こ
と
で
、
小
さ
い

子
供
で
も
安
全
に
楽
し
め

る
よ
う
に
、
小
さ
い
板
を

磨
い
て
作
る
プ
レ
ー
ト
ス

ト
ラ
ッ
プ
に
し
た
と
こ
ろ
、

た
く
さ
ん
の
子
供
が
集
ま

り
大
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。

来
場
者
か
ら
集
ま
っ
た
カ

ン
パ
か
ら
社
会
福
祉
協
議

会
へ
寄
付
も
行
い
ま
し
た
。

（
宮
本
通
信
員
）

メ
ダ
カ
す
く
い
が
大
人
気

親
子
で
楽
し
め
る
住
宅
デ
ー

松原

包
丁
研
ぎ
が
毎
年
大
好
評

子
供
た
ち
は
プ
レ
ー
ト
作
り

南関

次から次に包丁研ぎの依頼が受付にもたくさんのお客さんが訪れます（南関分会）

↑住宅相談コーナー

←子供たちはメダカすく

いに夢中に（松原分会）

→木のプレートをヤ

スリで磨いて飾りを

つけてストラップに

（南関分会）



拡大数 残数

勝　立 3 1 2

米生延命 3 0 3

船　津 4 7 ☆

松　原 2 4 ☆

白　光 4 11 ☆

甘　木 3 1 2

歴木Ａ 2 0 2

歴木Ｂ 3 2 1

田　隈 5 6 ☆

橘 5 4 1

高　田 2 6 ☆

大　和 3 3 ☆

瀬　高 2 0 2

山　川 2 5 ☆

南　関 3 4 ☆

荒　尾 6 3 3

事業所 9 18 ☆

合　計 61 75 ☆
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秋
の
拡
大
月
間
は
、
準

備
月
間
を
８
～
９
月
、
本

月
間
を
10
～
11
月
と
し
て

支
部
目
標
の
61
人
を
め
ざ

し
て
各
分
会
で
も
目
標
を

設
定
し
て
取
組
み
、
県
下

で
い
ち
は
や
く
達
成
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
日

頃
か
ら
み
な
さ
ん
の
声
掛

け
が
結
果
に
結
び
つ
い
て

い
ま
す
。

分
会
で
み
れ
ば
船
津
分

会
、
松
原
分
会
、
白
光
分

会
、
田
隈
分
会
、
高
田
分

会
、
大
和
分
会
、
山
川
分

会
、
南
関
分
会
、
事
業
所

分
会
が
分
会
目
標
を
達
成
。

勝
立
分
会
、
甘
木
分
会
、

歴
木
Ｂ
分
会
、
荒
尾
分
会

で
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
、
11
月
末
動
態
も
過

去
最
高
の
峰
を
更
新
中
で

す
。
今
回
、
拡
大
に
つ
な

が
ら
な
か
っ
た
呼
び
か
け

も
今
後
つ
な
が
り
拡
大
に

結
び
つ
い
て
き
ま
す
。
秋

の
月
間
は
終
わ
り
ま
し
た

が
、
引
き
続
き
ま
わ
り
に

声
か
か
を
お
願
い
し
ま
す
。

支部執行委員会にて秋の拡大月間達成を祝いました

秋
の
ハ
ガ
キ
要
請
に
10

月
か
ら
取
組
み
２
９
０
７

枚
が
集
ま
り
、
財
務
省
に

む
け
集
中
投
函
し
ま
し
た
。

春
の
ハ
ガ
キ
で
は
中
建

国
保
の
安
定
運
営
の
た
め
、

現
行
水
準
の
概
算
要
求
を

獲
得
す
る
た
め
厚
労
省
に

対
し
て
提
出
。
前
年
度
よ

り
増
額
で
要
求
を
か
ち
取

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

全
国
か
ら
も
同
時
に
多
く

の
仲
間
か
ら
ハ
ガ
キ
が
だ

さ
れ
、
厚
労
省
担
当
官
は

「
パ
ソ
コ
ン
時
代
に
手
書

き
の
ハ
ガ
キ
は
非
常
に
重

み
を
感
じ
て
い
る
」
「
命

の
綱
と
い
う
言
葉
が
多
く

あ
り
、
そ
の
綱
の

反
対
側
を
持
つ
の

は
私
た
ち
だ
と
感

じ
て
お
り
、
太
い

綱
に
な
れ
る
よ
う

に
努
力
し
た
い
」

と
予
算
確
保
に
む

け
決
意
を
述
べ
て

い
ま
す
。

今
回
の
秋
の
ハ

ガ
キ
要
請
は
か
ち

取
っ
た
概
算
要
求

で
、
来
年
度
の
予

算
確
保
の
た
め
財

務
省
に
対
し
て
行

い
ま
し
た
。

ま
た
、
地
元
の

国
会
議
員
の
藤
丸

敏
衆
議
院
議
員
へ

の
要
請
も
11
月
５

日
に
実
施
し
ま
し

た
。

人
間
ら
し
く
働
く
た

め
の
九
州
セ
ミ
ナ
ー
が

11
月
10
～
11
日
に

福
岡
の
も
も
ち

パ
レ
ス
で
開
催

さ
れ
、
九
州
各

地
か
ら
７
０
０

人
、
大
牟
田
支

部
か
ら
13
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

１

日

目

は

「
働
き
方
改
革
」

の
オ
モ
テ
と
ウ

ラ
「
安
倍
一
強
」

の
落
と
し
穴
を

週
刊
東
京
経
済

の
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
風
間
直
樹
氏
が
講

演
。
色
々
な
職
種
で
の

長
時
間
労
働
に

対
す
る
実
態
、

現
場
で
議
論
さ

れ
な
い
ま
ま
働

き
方
改
革
を
す

す
め
て
い
る
こ

と
の
危
険
性
が

報
告
さ
れ
ま
し

た
。
続
け
て
５

人
の
パ
ネ
ラ
ー

に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

２
日
目
は
、

７
つ
の
分
科
会

が
行
わ
れ
ま
し

た
。
「
過
労
死

・
過
労
自
殺
と

ア
ス
ベ
ス
ト
被

害
者
の
救
済
と

支
援
を
考
え
る
」

企
画
に
は
、
ア

ス
ベ
ス
ト
訴
訟

の
原
告
も
参
加
、

矢
野
さ
ん
か
ら

は
ア
ス
ベ
ス
ト

被
災
者
掘
り
起

し
活
動
と
裁
判

支
援
に
つ
い
て

報
告
し
ま
し
た
。

【
田
中
健
二
（
左
官
）
・

荒
尾
分
会
】

今
年
の
３
月
に
、
現
場

で
左
ヒ
ザ
の
半
月
板
損
傷

の
ケ
ガ
を
し
ま
し
た
。
通

院
し
て
７
か

月
経
ち
ま
す

が
、
ま
だ
治

り
ま
せ
ん
。

診
療
投
薬
料

は
、
毎
月
２
万
円
を
超
え

ビ
ッ
ク
リ
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
入
院
し
て
手
術

も
行
う
事
に
な
り
ま
し
た
。

で
も
、
福
建
労
で
労
災

保
険
の
特
別
加
入
を
し
て

い
た
の
で
、
窓
口
で
の
支

払
を
す
る
事
も
な
く
、
労

災
の
申
請
す
る
た
め
の
用

紙
も
組
合
で
作
っ
て
も
ら

え
る
の
で
、
安
心
し
て
治

療
が
で
き
て
た
い
へ
ん
助

か
っ
て
い
ま
す
。
仕
事
で

ケ
ガ
し
た
と
き
は
、
労
災

を
使
い
ま
し
ょ
う
。

担当官がすべて内容を確認 娘さんも書いてくれました

医療や介護、生活で

困っている方の電話相

談会を大牟田社保協が

行います。「病院に行

きたいけど治療費が払

えない」「子育てに不

安がある」「生活保護

をうけるには？」など

困っている事があれば

無料で相談を受け付け

ています。
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12

月

の

行

事

予

定

５
日
（
水
）
ア
ス
ベ
ス
ト
街
頭
宣
伝

大
牟
田
駅

８
日
（
土
）
全
県
書
記
局
研
修
会
議

県
本
部
会
館

９
日
（
日
）
春
闘
討
論
集
会

博
多

10
日
（
月
）
愛
好
会
コ
ン
ペ
・
総
会

玉
名
CC

12
日
（
水
）
本
部
税
対
活
動
者
会
議

県
本
部
会
館

12
日
（
水
）
新
規
雇
用
保
険
適
用
者
源
泉
説
明
会

組
合
事
務
所

13
日
（
木
）
全
労
済
地
区
推
進
委
員
会

大
牟
田

14
日
（
金
）
本
部
組
織
建
設
推
進
委
員
会

県
本
部
会
館

18
日
（
火
）
税
金
・
源
泉
学
習
会

組
合
事
務
所

18
日
（
火
）
福
岡
国
税
局
交
渉

福
岡
国
税
局

18
日
（
火
）
社
保
協
幹
事
会

社
保
協

20
日
（
木
）
支
部
パ
ソ
コ
ン
会
計

組
合
事
務
所

20
日
（
木
）
社
保
協
医
療
介
護
生
活
相
談
会

社
保
協

21
日
（
金
）
本
部
４
役
・
５
役
会
議

県
本
部
会
館

25
日
（
火
）
源
泉
徴
収
年
末
調
整
会

組
合
事
務
所

25
日
（
火
）
社
保
協
宣
伝
行
動

ゆ
め
タ
ウ
ン

25
日
（
火
）
支
部
３
役
会
議

組
合
事
務
所

26
日
（
水
）
支
部
執
行
委
員
会

組
合
事
務
所

27
日
（
木
）
源
泉
徴
収
年
末
調
整
会

組
合
事
務
所

27
日
（
木
）
新
加
入
者
教
室

組
合
事
務
所

28
日
（
金
）
御
用
納
め

６
日
（
日
）
本
部
執
行
委
員
会

Ｔ
Ｋ
Ｐ
ホ
テ
ル

６
日
（
日
）
本
部
旗
開
き

Ｔ
Ｋ
Ｐ
ホ
テ
ル

７
日
（
月
）
御
用
始
め

８
～
９
日

年
末
調
整
源
泉
仕
上
会

組
合
事
務
所

10
日
（
木
）
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟

福
岡
地
裁

１

月

の

行

事

予

定

毎
月
の
収
支
計
算
を
実
際
に
会
計
ソ
フ
ト
に
入
力
し

な
が
ら
の
パ
ソ
コ
ン
会
計
教
室
で
す
。
12
月
は
20
日

（
木
）
の
午
後
１
時
か
ら
で
す
。

従
来
の
「
胴
ベ
ル
ト
型

安
全
帯
」
は
、
墜
落
時
に

腹
部
に
強
い
力
が
か
か
り

内
臓
を
損
傷
す
る
事
例
が

発
生
。
腹
部
だ
け
で
支
え

る
胴
ベ
ル
ト
型
で
な
く
、

腿
か
ら
上
半
身
に
か
け
て

広
い
部
分
で
支
え
る
「
フ

ル
ハ
ー
ネ
ス
型
」
を
普
及

し
、
安
全
衛
生
法
で
も
使

用
を
義
務
付
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

①
名
称
そ
の
も
の
を
「
安

全
帯
」
か
ら
「
墜
落
制
止

用
器
具
」
に
改
め
る

②
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
の
性

能
の
要
件
を
見
直
す

→
来
年
２
月
ま
で
に
新
し

い
性
能
要
件
を
満
た
し
た

製
品
が
販
売
さ
れ
る
予
定

③
胴
ベ
ル
ト
型
（
Ｕ
字
吊

り
）
単
独
で
の
使
用
禁
止

→
墜
落
防
止
用
器
具
を
必

ず
併
用

④
高
さ
２
メ
ー
ト
ル
以
上

の
箇
所
で
、
作
業
床
を
設

け
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

な
ど
で
は
ハ
ー
ネ
ス
型
の

使
用
義
務
付
け

⑤
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
を
使

用
す
る
業
務
を
お
こ
な
う

労
働
者
へ
の
特
別
教
育
実

施
の
義
務
付
け

①
す
で
に
改
正
は
本
年
平

成
30
年
６
月
に
お
こ
な
わ

れ
「
公
布
」
済

②
施
行
は
来
年
平
成
31
年

２
月
１
日
か
ら

③
２
０
２
２
年
（
平
成
34

年
）
１
月
２
日
よ
り
罰
則

適
用
→
そ
れ
ま
で
は
、
現

行
規
格
の
胴
ベ
ル
ト
型
・

ハ
ー
ネ
ス
型
の
使
用
が
で

き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

経
過
措
置
（
猶
予
期
間
）

消費税が導入されて29年。その間、法人

税３税は291兆円も減収となりました。

その不足分を補うように庶民から吸い上

げられてきたのが消費税です。社会保障

や財政再建に使われてきたわけではあり

ません。

福
建
労
も
参
加
し
て
い

る
大
牟
田
地
区
労
連
は
、

毎
月
25
日
を
中
心
に
大
牟

田
ゆ
め
タ
ウ
ン
で
様
々
な

宣
伝
行
動
を
し
て
い
ま
す
。

今
月
は
、
来
年
10
月
か

ら
消
費
税
が
10
％
に
あ
が

る
こ
と
に
対
し
て
、
反
対

の
声
を
も
っ
と
広
げ
よ
う

と
宣
伝
と
署
名
に
取
り
組

み
12
人
の
参
加
で
し
た
。

消
費
税
は
導
入
さ
れ
て

以
来
、
社
会
保
障
で
な
く

法
人
税
減
税
の
穴
埋
め
に

使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
消

費
税
10
％
へ
の
ア
ッ
プ
で
、

軽
減
税
率
分
を
差
し
引
い

て
も
１
世
帯
当
た
り
８
万

円
の
負
担
増
に
な
り
ま
す
。

社
会
保
障
費
が
削
ら
れ
る

一
方
、
軍
事
費
の
要
求
額

は
過
去
最
大
と
な
り
、

「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」

に
使
わ
れ
て
い
る
の
が
消

費
税
と
な
っ
て
い
ま
す
。

消
費
税
を
上
げ
な
く
て

も
大
企
業
と
富
裕
層
優
遇

の
不
公
平
税
制
を
是
正
す

れ
ば
財
源
は
あ
り
ま
す
。

署
名
を
集
め
て
い
る
と

き
も
「
こ
れ
以
上
税
金
が

上
が
れ
ば
生
活
で
き
ん
ご

つ
な
る
」
な
ど
の
反
対
の

声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
増
税
反
対
の
声
を

大
き
く
拡
げ
消
費
税
を
廃

止
に
追
い
込
み
ま
し
ょ
う
。

10
月
か
ら
行
っ
て
い
る

街
角
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
残

り
３
つ
の
地
域
で
、
現
地

調
査
を
11
月
６

～
８
日
に
行
い

ま
し
た
。

橘
・
白
銀
地

域
で
は
、
主
に

白
銀
川
沿
い
の

道
路
と
川
を
確

認
。
道
路
の
段

差
や
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
破
損
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

米
生
地
域
は
、

通
学
路
を
中
心

に
ま
わ
り
、
側
溝
や
道
路
、

ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
大
雨
時
の

水
害
な
ど
。
三
川
地
域
は
、

豪
雨
や
高
潮
の
と

き
に
冠
水
す
る
場

所
の
確
認
と
三
川

ポ
ン
プ
場
に
つ
い

て
報
告
を
う
け
ま

し
た
。
普
段
は
車

で
通
る
道
も
、
実

際
に
歩
き
な
が
ら

見
て
ま
わ
る
と
高

齢
者
や
子
供
た
ち

に
は
危
険
な
場
所

が
多
く
存
在
す
る

こ
と
に
気
づ
か
さ

れ
ま
す
。

要
望
事
項
は
、

４
地
域
で
70
を
超

え
る
場
所
が
あ
り
、

実
行
委
員
会
で
ま
と
め
て

大
牟
田
市
へ
提
出
し
ま
す
。

例
年
、
要
望
箇
所
は
市
の

担
当
者
が
現
地
を
確
認
し
、

対
処
で
き
る
箇
所
は
す
ぐ

に
改
善
さ
れ
る
な
ど
、
地

元
の
仕
事
お
こ
し
に
も
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

ゆめタウンで買い物中のお客さんに宣伝

大雨の時の水害を何とかしてほしい



２０１８年 １２月１日 あ し ば 第５５１号 （４）

【
藤
本
憲
子

田
隈
】

毎
月
の
マ
チ
ガ
イ
探
し

を
見
つ
け
る
の
は
、
そ
う

な
い
け
ど
、
な
に
か
ひ
と

言
書
く
の
が
毎
回
大
変
に

な
り
ま
す
。
だ
ん
だ
ん
寒

く
な
る
の
で
、
体
に
気
を

付
け
今
年
も
１
ケ
月
半
あ

ま
り
に
な
り
、
ま
た
忙
し

く
な
り
そ
う
で
す
。
元
気

に
頑
張
り
ま
す
。

【
黒
肥
地
征
子

荒
尾
】

こ
の
処
毎
日
良
い
天
気

で
、
家
の
中
を
少
し
づ
つ

片
付
け
て
い
ま
す
。
い
わ

ゆ
る
終
活
で
す
ね
。
物
を

捨
て
ら
れ
な

い
勿
体
な
い

と
思
っ
て
た

け
れ
ど
、
結

局
使
わ
ず
に

た
ま
っ
て
し

ま
っ
た
り
…

で
、
思
い
切

り
が
悪
い
ん

で
し
ょ
う
ネ
。

出
し
た
り
、

又
戻
し
た
り

時
間
が
か
か
り
そ
う
…
。

【先月の答】①左から２番目の人の口 ②左下のお菓子の数

③左から３番目の人のネクタイ ④左から４番目の人の左の髪

⑤茶筅（ちゃせん）の有無 ⑥柄杓（ひしゃく）の柄の長さ

⑦お茶をたてる人の着物の前合わせ

７
つ
の
ま
ち
が
い
答
え
と
近
況
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
抽
選
で
毎
月
５
名
様
に
粗
品

プ
レ
ゼ
ン
ト
。
応
募
ま
っ
て
ま
す
。

〒
８
３
６
の
０
０
４
４

大
牟
田
市
古
町
３
の
２

福
岡
県
建
設
労
働
組
合
大
牟
田
支
部

年
末
年
始
は
、
12
月
28
日
（
金
）
ま
で
事
務
所
を
開

所
。
12
月
29
日
（
土
）
か
ら
１
月
６
日
（
日
）
ま
で
が
休

所
日
で
す
。
新
年
は
１
月
７
日
（
月
）
か
ら
開
所
（
午
前

中
ま
で
）
で
す
。

１
月
10
日
（
木
）
は
、
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
第
２
陣
３
回

目
の
期
日
に
支
援
参
加
の
た
め
事
務
所
を
閉
め
て
い
ま
す
。

年
末
調
整
の
準
備
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
今
年

も
年
末
調
整
方
法
の
学
習

会
は
、
下
記
日
程
で
開
催
。

税
金
学
習
会
後
に
行
い
ま

す
。
給
与
支
払
い
者
は
徴

収
義
務
業
者
で
す
。
各
人

の
年
末
調
整
を
行
い
納
付

・
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

仕
上
会
は
12
月
25
日

（
火
）
・
27
日
（
木
）
の

９
時
30
分
か
ら
19
時
で
予

約
制
で
受
け
付
け
て
ま
す
。

組
合
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

今
年
も
仲
間
の
と
こ

ろ
で
税
務
調
査
を
受
け

て
い
ま
す
。
ま
た
調
査

自
体
強
化
さ
れ
て
い
ま

す
。
調
査
に
対
応
す
る

に
は
記
帳
と
請
求
書
や

領
収
書
の
保
存
な
ど
が

重
要
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

営
業
の
状
況
を
把
握
す

る
た
め
に
も
、
正
し
い

記
帳
は
必
要
で
す
。
ま

た
、
税
金
を
め
ぐ
る
情

勢
を
知
り
、
納
税
者
の

権
利
に
つ
い
て
も
学
習

し
て
お
か
な
け
れ
ば
、

い
ざ
と
い
う
時
に
、
調

査
官
の
い
い
よ
う
に
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

消
費
税
課
税
事
業
者

に
な
ら
れ
て
い
る
方
や
、

建
設
業
許
可
を
お
持
ち

の
方
は
、
必
ず
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご

案
内
い
た
し
ま
す
。

従
業
員
を
雇
用
し
給
与

を
支
払
っ
て
い
る
個
人
事

業
者
、
法
人
と
し
て
事
業

を
行
っ
て
い
る
法
人
事
業

者
は
、
税
や
社
会
保
険
、

雇
用
保
険
等
に
つ
い
て
様
々

な
手
続
き
・
報
告
・
支
払

い
義
務
が
発
生
し
ま
す
。

給
与
（
青
色
専
従
者
給

与
を
含
む
）
を
支
払
っ
て

い
る
事
業
者
は
「
源
泉
徴

収
義
務
者
」
と
な
り
、
従

業
員
の
給
与
か
ら
源
泉
所

得
税
を
預
か
り
、
税
務
署

に
納
付
す
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
納
期
の
特
例
を
選

択
し
て
い
れ
ば
、
７
月
か

ら
12
月
に
預
か
っ
た
源
泉

所
得
税
分
と
年
末
調
整
分

は
１
月
20
日
が
納
期
限
。

源
泉
徴
収
義
務
者
は
12

月
末
ま
で
に
、
従
業
員
に

支
払
っ
た
１
年
間
の
給
与

を
源
泉
徴
収
簿
を
基
に

「
年
末
調
整
」
を
行
い
年

間
の
税
金
を
確
定
さ
せ
、

年
末
調
整
終

了
後
は
、
給

与
支
払
報
告

書
を
作
成
し
、

従
業
員
の
居

住
地
の
区
市

町
村
に
提
出
。

ま
た
法
定
調
書
（
源
泉
徴

収
票
、
報
酬
の
支
払
い
調

書
等
）
は
合
計
表
と
と
も

に
所
轄
の
税
務
署
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
い
ず
れ
も
１
月
31
日
ま

で
）新

し
く
従
業
員
を
雇
用

す
る
よ
う
に
な
っ
た
事
業

主
の
み
な
さ
ん
へ
年
末
調

整
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て

説
明
会
を
組
合
事
務
所
で

開
催
し
ま
す
。

日 時 12月18日（火） 組合事務所
昼 ①税金学習会 13：30～

源泉年末調整学習会 15：00～

夜 ②税金学習会 18：30～

源泉年末調整学習会 20：00～

税金学習会は資料代500円（別途とりまとめ帳500円）が必要です。


